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【序論】有機発光材料の集合状態と電子状態の関連性についての体系的な理解は、高効率発光材

料の発見の手掛かりとなる。高効率かつ長寿命なリン光デバイスを実現しうるホスト材料である

bis(benzo[h] quinolin-10-olato-kN,kO)-beryllium(II) (以下 Bebq2、

Fig.1a)は、大きな双極子が寄与する集合構造によって特異な

発光機能を発現させている可能性がある。本研究では、この

分子の特異な性質を理解する第一歩として、本分子と t－ブチ

ル基を置換した Be(tBubq)2(Fig.1b)の電子状態と分子配向を光

電子分光法によって測定し比較した。 

【実験】紫外光電子分光法(UPS)および準安定励起原子電子分

光法(MAES)を用いて、高配向性熱分解グラファイト(HOPG)基板上に成長させた上記分子膜の分

子配向と電子状態の膜厚依存性を測定した。また孤立分子の電子状態を気相UPSにより測定した。 

【結果考察】 Fig.2に Bebq2と Be(tBubq)2の単分子層(1ML:相当量)の UPSおよびMAESスペクト

ルを示す。Bebq2の UPSスペクトルでは、aから fの 6つの顕著なピークが明瞭に観測できるが、

MAESスペクトルでは A,B,Cの 3つのピークが観測され、

Bebq2の UPSとは大きな違いがある。これは、MAESの高

い表面選択性のために、表面外に張り出した特定の分子軌

道が選択的に検出されていることを表し、基板上で配向成

長していることを示唆している。一方、Be(tBubq)2 では、

UPS および MAES スペクトルの構造に大きな変化は見ら

れず、軌道選択性がないことから分子配向はランダムであ

り、単分子膜においてもアモルファス薄膜であることが示

唆される。本講演では、気相 UPS および理論計算の結果

を踏まえて、基板界面領域での弱い相互作用による分子配

向の違いと電子状態の関係を議論する。 

Fig.1 (a)Bebq2, (b)Be(tBubq)2 

 

Fig.2 UPS and MAES of 1-ML 
Bebq2 and Be(tBubq)2 films 
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